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「諌早湾干拓をど う思いますか� jと長崎市中央桝で聞いた

ところ、「見直しが必要� jと答えた人が圧倒的に多かった。

市
民
版
「
時
の
ア
セ
ス
」
で
わ
か
っ
た
!

諌
早
干
拓
の

O

費
用
対
効
果
は

継
続
中
の
公
共
事
業
を
五
年
に
一
度
ず
つ
再
評
価
し
、
継
続
か
中
止
か
な
ど
を
判
断
す
る

「
時
の
ア
セ
ス
」
で
、
今
年
は
農
林
水
産
省
が
諌
早
干
拓
事
業
を
再
評
価
す
る
。市
民
団
体
が

こ
れ
に
先
行
し
て
市
民
版
「
時
の
ア
セ
ス
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
中
で
試
算
さ
れ
た
事

業
の
費
用
対
効
果
が
基
準
値
の
一
・ 

を
大
き
く
下
回
る

0
・
三
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

-
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O
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、司、
-
日
や

諌
早
消 

拓
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
.

九
八
六
年
に
、
肢
体
水
産
省
が
発
表
し
た

的
用
対
効
果
は
-
・ 

0
.ニ
(
妥
当
投
資
額

，
一三
八
五
億
円
/
総
事
業
費 

三
五 

億

円
)
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
九
六

年
度
時
点
で
、
総
事
業
費
が
二
一三
七 

億

円
に
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
。
工
事

内
容
や
事
業
効
果
は
変
わ
ら
ず
に
、

総
事

業
費
が
増
大
し
た
だ
け
だ
か
ら
、
費
用
対

効
果
は

0
・
丘
八
問
(
一
三
八
五
億
円 
/ 

一七 

億
円
)
と
基
準
値

一
・ 

を
割

り
込
み
、
土
地
改
良
法
が
求
め
る
事
業
の

基
本
的
要
件
を
満
た
さ
な
い
だ
ろ
う
こ
と

は
、
誰
の
日
に
も
明
ら
か
だ
っ
た
。

剛
山
水
省
は
九
九
年
レ
木
に
な
っ
て
、
-
上
期

の
し
ハ
年
延
長
と
総
事
業
費
の
二
四
九 

億

円
へ
の
再
培
額
を
月
白
に
計
闘
を
正
式
変

更
し
た
際
、

費
用
対
効
果
を
改
め
て
計
詳

し
、
発
表
せ
‘ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
と

こ
ろ
が
今
度
は
、
な
ん
と

一
・ 

一
だ
と 

a-
O

OO
O
O

い
う
。
効
果
を
水
哨
し
し
な
い
限
り
、
こ

ん
な
結
果
に
な
る
わ
け
が
な
い
。
し
か
も

公
去
さ
れ
た
「
事
業
変
更
計
阿
書」

l
で
は
、

効
果
額
の
内
訳
と

一
・ 

一
の
計
算
結
果

以
外
、
計
算
プ
ロ
セ
ス
や
基
礎
デ 

タ
な

ど
は
い

っ
さ
い
伏
せ
ら
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

し
か
し
、
自
然
の
権
利
裁
判
の
証
拠
書

頒
と
し
て
山
さ
れ
た
「
全
体
実
施
設
計

官
」
、
民
水
省
旧
構
造
改
普
局
計
同
部
監

修
の

『解
説
土
地
改
良
の
経
済
効
果
』
、

中
村
敦
夫
参
院
議
員
に
よ
る
質
問
主
意
書

へ
の
政
府
答
弁
苫 

(二 

年
八
月
)

な
ど
の
資
料
を
も
と
に
調
べ
て
い
く
う
ち

に、

農
水
省
流
の
計
算
方
法
や
、
デ
ー
タ

の
輪
郭
が
よ
う
や
く
見
え
て
き
た
。
こ
れ

み
や
い 
4
-』う
い
乞

を
も
と
に
愛
知
大
学
の
宮
入
興

一
教
授

(
財
政
学
)
が
、

市
民
版

「時
の
ア
セ
ス
」

報
告
書
で、
 

一
の
泉
に
隠
さ
れ
て

い
る
い
く
つ
も
の

「か
ら
く
り
」
や
「
ト

リ
ッ
ク
」
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、

宮
入
氏
が
指
摘
し
た
論
点
の
、
っ
ち
、
数
値

化
が
可
能
な
水
質
浄
化
機
能
・
堤
防
・
同

士
造
成
効
果
の
三
点
に
絞
っ
て
民
水
省
デ

ー
タ
を
補
正
し
、
事
英
五
体
の
費
用
対
効

果
を
改
め
て
試
算
し
た
。

約
2
6
0
0億
円
の

水
質
浄
化
機
能

良
水
省
の
計
算
で
最
大
の
問
題
は
、
事

業
が
も
た
ら
す
環
境
や
社
会
へ
の
悪
影
響
、

す
な
わ
ち
外
部
.
小
経
演
が
す
べ
て
無
視
さ

O
O

れ
、
総
事
業
費
し
か
費
用
項
目
に
算
入
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
彼
壊
さ

れ
た
「
潟
の
価
値
を
お
金
に
換
算
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
が
、
不
可
能
と
い
ろ
わ
け
で

も
な
い
。
-
ぺ
河
湾

一
色
干
潟
な
ど
の
研
究

の
結
果
、
干
潟
の
も
つ
水
質
浄
化
機
能
を

下
水
処
理
施
設
に
見
立
て
る
方
法
が
近
年

確
立
さ
れ
て
い
る
。
諌
早
-
十
潟
に
こ
れ
を

適
用
す
る
と
、

約
二
六 

低
円
の
建
設

費
を
要
す
る
下
水
処
理
興
設
と
同
等
の
機

能
を
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、

諌
早
干
潟
を
産
卵
の
場
と
し
て

い
た
魚
介
類
の
極
矧
は
枚
、
学
に
い
と
ま
が

な
い
は
ず
だ
が
、
農
水
省
は
そ
の
環
境
調

査
す
ら
行
な
わ
な
い
ま
ま
に
干
潟
を
農
地

に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
費
胤

の
算
定
に
当
た
っ
て
も
、
ノ
リ
や
タ
イ
ラ

ギ
な
ど
漁
業
被
害
予
想
制
を
魚
介
頬
ご
と

に
積
み
上
げ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
し
、

干
潟
が
育
ん
で
き
た
文
化
的
価
値
、
晩
の

お
か
ず
に
拾
っ
た
ア
ゲ
マ
キ
や
ア
サ
リ
の

家
計
上
の
価
柄、

人
々
の
触
れ
合
い
の
場

と
し
て
の
価
値
な
ど
は

一
顧
だ
に
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
う
し
た
外
部
不
経
・
柿
・
社
会

的
費
用
は
農
水
省
の
計
算
で
は
度
外
視
さ

れ
て
い
る
が
、
試
算
で
は
水
質
浄
化
機
能

の
て
六 

億
円
だ
け
で
も
費
用
側
に
算

入
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
、
え
た
。

農
水
省
は
そ
の
反
面
、
効
果
に
つ
い
て

O
O
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費用対効果に関する農林水産省計算と市民版計算の比較

腹水省計事 市閥�  E博 単位iIilll万円I 
a 作物生産年効果額

b'量得曹理費節謙年効果笥� 

3012 

-302 

3012 

-302 

c災害防止年治果額� 9563 4990(※� 1) 

d -B交通等経費節減隼効果額� 700 700 

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-----------
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百
、
)
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で
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e国土造成年効果額 3299 1401(※� 2) 

ア合計年効果額 (a~e合計) 16272 9801 

イ資本遺元率 0.05695 0.05695 

ウ建盛和風率 0.104 0.104 

255980 515980(※� 3) 

カ後標高草・� 

キ� 2量資効率A 1.01 0.30(※� 3) キ=工÷カ� 

キ� 12資効率� B 1.01 0.61(※� 4) キ=エ÷カ� 

(※ 1)出水省。付� r は� 35キロメート� Jレもの堤防が全検するとの非場O)脱船足防肢'，l，tt>減富'i903.1!nI'J

機能相、'i$'i26(的K\円を加えて使立 1 '，換tr総 'I~%!nとJ先なしたケース{投資効率A) 

' (※ 1)I"JJ:にイ、t人のケース(投資効率� B)r.

------_____I 

255980 255980(※� 4) 

- - ------------------~---------
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は
本
来
の
農
地
造
成
日
的
に
よ
る
も
の
以

外
の
、
た
と
え
ば

一
般
交
通
費
等
経
費
節

減
効
果
や
同
上
造
成
効
果
な
ど
、
い
わ
ば

外
部
効
果
は
熱
心
に
積
み
上
げ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
本
来
目
的
の
作
物
生
産
効
果

は
全
体
効
果
の
わ
ず
か

一
八

・
五
%
を
占

め
る
に
す
ぎ
な
く
な

っ
て
お
り
、
前
出
の

土
地
改
良
法
の
理
念
や
目
的
に
照
ら
し
て

も
違
法
で
あ
る
。
ま
た
、
作
物
生
寧
効
果

が
五
�
 
O
%
を
割
る
よ
う
な
ら
、
「
他
事
業

と
共
同
で
行
、
っ
か
又
は
事
業
計
画
を
改
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
す
る
旧
構
造

他
用
途
に
使
っ
た
場
合
の
土
地
価
格

(一 

0
ア
ー
ル
当
た
り
四
八
五
・

一
万
円
)
と、

民
業
用
途
に
使
っ
た
場
合
(
・

7
一・

五

万
円
)
の
差
額
を
、
潜
在
的
に
同
上
造
成

の
効
果
が
生
じ
た
結
果
と
し
て
効
果
に
算

入
す
る
の
が
農
水
省

一
流
の
考
え
方
で
あ

る
。
し
か
し

一
万
で
は
、
こ
の

ご
�
 
.二

・

五
万
円
算
定
の
基
礎
資
料
を
明
ら
か
に
し

な
い
ま
ま
に
、
他
方
で
は
こ
れ
を
「
作
物

工妥当護資� 11 258779 155869 工=アム� lイX(1十ウ� )1

オ絡事察費 249000 249000 

カ織算総事案費� A8..

市
民
が
つ
く
っ
た
報
告
書


た。t1.l..効果額を式"F防止;ヰ低[')とみなして災90.3のJるので、これをI'，';1し、定で，{11):きれて実的な宜!
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(※3)民水省の換'0総司1~.i!'Ø (逃作成立JI1済事業授を限量生"1'陵町� 1に換11H二、失われた水� 'it浄化

生
産
効
果
等
で
評
価
す
る
」
と
も
説
明
し

て
い
る
。
作
物
生
産
効
果
な
ら
、
去
に
あ

.

る
よ
う
に
農
水
省
自
身
は
年
一一
�
 
0
・
.
一一

億
円
(
一
0
ア
ー
ル
当
た
り
土
地
価
格
に

改
善
局
自
身
の
見
解
に
も
反
し
て
い
る
。

と
く
に
目
を
引
く
の
は
、
災
害
防
止
効

果
の
突
出
ぶ
り
だ
。
中
で
も
「
堤
防
」
項

目
だ
け
で
災
書
防
止
効
果
の
半
分
以
上
、

全
体
効
果
の
三
割
も
占
め
て
い
る
。
理
由

を
調
べ

て
み
る
と
、
潮
受
け
堤
防
が
な
け

れ
ば
一三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
旧
堤
防
が
尚

潮
な
ど
で
破
壊
さ
れ
る
と
の
想
定
の
も
と

に
、
壊
れ
る
堤
防
の
現
在
価
値
で
は
な
く

再
建
設
費
を
算
入
し
て
い
る
の
だ
。
高
潮

果
は
、
表
の
通
り

0
・

で
あ
っ
た
。

な
ど
で
人
家
や
道
路
に
被
害
が
生
ず
る
の

は
、
海
水
が
堤
防
を
乗
り
越
え
た
り
、
部

分
決
壊
か
ら
始
ま
る
の
が
普
通
だ
。
一二
五

キ
ロ
も
の
堤
防
が

一
挙
に
壊
れ
、
再
建
設

を
要
す
る
と
い
う
想
定
自
体
が
異
常
で
あ

る
し
、
本
来
は
防
災
施
設
だ

っ
た
堤
防
が

災
ん古
か
ら
守
ら
れ
る
側
に
回
さ
れ
て
い
る

の
も
異
様
だ
。
そ
こ
で
試
算
で
は
、

一一
.五

キ
ロ
の
川
堤
防
の

一
割
が
破
壊
さ
れ
て
再

建
設
が
必
要
に
な
る
、
と
の
前
提
に
変
更

す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、

同
上
造
成
効
果
の
算
定
方
法
も

問
題
で
あ
る
。
造
成
地
を
公
共
用
地
な
ど

一
二
O

一一

換
算
し
て
二
t

一
・
一
万
円
)
と
、
過
大

に
せ
よ
算
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ

を
問
土
造
成
効
果
算
定
で
も
�
 
-
貫
し
て
用

い
る
か
、
作
物
生
産
幼
果
を
も

っ
と
低
く

し
な
い
と
矛
盾
す
る
。
試
算
で
は
、
農
水

省
自
ら
の
計
算
に
よ
る
作
物
生
産
効
果
の

数
値
を
ベ
�
 ス
に
間
く
こ
と
と
し
た
。

l

以
上
を
考
慮
し
て
再
計
算
し
て
み
た
結

W
W
F
 

諌
早
干
潟
緊
急
救
済
本
部
(
長
崎
県
諌
阜
市
)

(世
界
自
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保
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2
2
q
ミ

l
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百
歩
譲

っ
て
、
換
算
総
事
業
資
に
水
質
浄

化
機
能
を
合
め
ず
、

基
本
的
に
総
事
業
費

だ
け
と
す
る
農
水
省
方
式
に
従
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
高
々

0
・
六

一
に
し
か
な

ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
基
準
備

一
-

市

金
)
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
研
究
者
と
共
同
し
て
、
「

民
に
よ
る
諌
早
干
拓
「
時
の
ア
セ
ス
」
」
綴
告
・
を

ま
と
め
、
四
月
七
日
に
発
表
す
る
省
報
告
.
では、

農
水
省
版
「
時
の
ア
セ
ス
」
要
領
の
問
題
点
ゃ
、

環
境
問
題
や
財
政
問
題
、
常
巌
岨
情
懇
の
過
大
な
反

収
見
禍
も
り
.「
防
災
干
拓
」
の
欺
随
に
ま
で
触
れ
、

O
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

事
業
の
中
止
を
結
晶
繍
づ
け
て
い
る
諌
早
干
拓
の

み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
に
あ
る
無
駄
な
公
共
事
業

を
見
直
す
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
，
報
告
醤
は
、
一

冊
一
0
0
0
円
プ
ラ
ス
送
料
で
頒
布
し
て
い
る
己

申
し
込
み
は
、

諌
早
干
潟
緊
急
救
涜
東
京
事
務
所
�
 

よ
っ
て
、
こ
の
諌
早
干
拓
事
業
は
た
だ
ち

に
中
止
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
市
民
版

「
時
の
ア
セ
ス
」
の
結
論
で
あ
る
。

川
向

九
庇

υ

c
A
mr

(
編
集
部
)

は
に
ゅ
う
よ
う
ぞ
う

阪
急
救
前
点
点
恒
務

有

年
生
ま
れ
�
 


